ヤマガタケンリツ ジチ コウシュウジョ タイショウ 7 1918ネン ノ ダイサンキセイ ジチリョウ ニッシ ト タンキ コウシュウセイ ニッシ by 三原  容子
山形県立自治講習所大正七（一九一八）年の第三期生「自治寮日誌」と短期講習生「日誌」（）
　本稿では山形県立自治講習所の第三期生の日誌（一九
一八年一月十五日～六月二十二日）と、主に小学校長を対象とする短期講習生の日誌（一九一八年十月五日～三十日）を紹介する。 『東北公益文科大学総合研究論集』第二〇号（二〇一一年七月）で紹介した第一期生の日誌の続編であり、所蔵は上山明新館高校である。残念ながら、庄内地方の産業組合運動史上の重要人物である山木武夫と渋谷勇夫を含む第 期生の日誌は見つかっていない。今後、引き き第四期生以後の資料を紹介する予定である
　自治講習所については、第二〇号の「資料紹介」の本
文と、 『科学研究費補助金基盤研究（Ｃ）研究報告書 　農本思想の現代的意義に関する研究』 （二〇一一年三月）掲載の拙稿「山形県庄内地方の農業倉庫建設運動と加藤完治」を参照されたい。
　「大正四年以降 　講習生名簿」によれば、第三期生は






本村） 、佐藤仁吉（東村山郡山辺町） 、佐藤文治（飽海郡北平田 設楽秀次 西 西山村 嶋津隆吉 東置賜郡二井宿村） 、鈴木賢治（東田川郡黒川村） 、高橋與五郎（東置賜郡沖郷村） 、玉虫哲三（南置賜郡窪田村） 、留場富太郎（ 村山郡東郷村） 、樋口昌吾（西置賜郡鮎貝村） 、松浦喜久雄（東 山郡成生村） 、松 兵衛（西置賜郡豊原村） 、最上平司（西村山郡本郷村） 、矢口 　儀（最上郡鮭川村） 、渡邉順一郎（南村山郡金井村） （五十音順）の二十五名であるが、日誌には、これ以外に、安孫子順三、井上長六、海保隆治 鈴木義雄 名字のみであるが、川合（もしくは河合 船越（もしくは舟越古橋の名前が登場する。講習生名簿は全生徒を網羅していないということだろうか 年齢は不詳であるが、おそらく第一期生と同様 二十歳前後の青年であろう。二十五名の学歴は、農学校卒十三名、中学卒二名、高等小学校卒その他が十名と記されている。
　同じく「大正四年以降 　講習生名簿」によれば、十月
の短期講習生は二十五名、三名が訓導（現在 小 校教諭） 、残りは小学校長で、東村山郡から四名、南村山、

















































































 行事、第一限ハ野副先生の先日のお話しの続きなる精神講話 例によりて趣味充溢、第二限ハ又吟声、齋藤監物作、高徳題桜図の詩を教わる。第三限ハ加藤先生の肥料の 人糞尿に就て。午後は二四組は武道、一三組は実習時間を利用して滝山村小立迄藁運に行き夕方帰る。夜は第三回茶話会品評会を如何にして成功ならしむかに付各自発表。
一月弐拾六日、土 　〔設楽印〕一、
 天候、雪は少しも降らざれども午后より曇り勝の空となり、加ふるに寒さきびしく樹々の梢に凍る気の花か まがふ。其様いとうるわ 。
一、
 行事、午前八時より約三十分間野副先生の吟声教授、不識庵機山詩の詩、それより、野副先生、井上書記殿引率のもとに煙草専売局参観として行く。茶菓饗応を受け、然る後 製造法及産額 工場法其他に付き局長殿の懇篤なる御講話をうけ、十一時より工場内各部の参観、目まぐ しきばかりの機械の廻転又は工女等の包装等 敏捷さ は只々驚ろくばかり。各自 絶大なる一種の霊
瀬〔？〕
を胸底深く漂わした

































































 行事、話は尽せず名残は尽せねど、帰るべき時の一刻々々と迫れるぞ恐ろしき。至れり尽せりのホテルの懇切丁寧も 涌き出る清き霊泉もやがては別れずんばあらざるか。宿の御馳走の兎肉に満腹に詰め切つた頑児連は午後一時と云ふに、お暇をして愈しき湯の街高湯を振りかへり振りかへり元来 道を只急ぐ。道はよし天気はよし、斯くて爪先下り 山 二里は瞬く間に半郷へ、道すがら四方の連山を眺望す。其壮大雄厳なる景は実に言に筆に表わす可くも非ず。日ぐれつ方楽しきホーム自治寮のドアのハンドルを握れる時の嬉しさよ……。さても面白かりし二日旅よ忘 がたきかな。第二期生西村山郡川土居村渋谷久喜氏来る。
二月六日、水曜日 　〔設楽印〕一、
 天候、朝来どん りと曇りし空よりは雪絶間なく降りしきり 日ねもす晴れやらず夜に入る
一、

























 行事、日曜日の事とて外出するあり、スキー練習に行くあり。今日は何の仕事とてもなく無意味に過せる一日なりき 加藤先生には講演を終り午后一時帰所せらる。草島君は宅より 電報ありたる為、早朝自宅に向け出発す。
二月十一日、月曜 　紀元節一、

























































































別れてかへる。帰所拾時半より村松先生の産業組合、午後一時半より四時迄立岩先生の林学大意講義。北村山郡出身鈴木義雄氏は入所日尚浅きに痔疾の犯すところになり、済生館病院に 院療養。其後経過よろしく全快して帰舎せしが、又々再発して医師の診断の結果共同生活に堪えざることゝなり。本日を以て退舎せらる。 氏は身体肥大、級中に優れ実に骨格逞しき好青年なりしが、人は病の器とは仇 言ひはまるものよな。同氏退所は独り個人 損失のみか、吾人寮生一同の痛惜のみか、吾子の如き愛しみを垂れさせられつゝありし加藤先生の御力落しの御事と察せらる。予等は鈴木君の一日も早く病魔を払ひ春秋に富む身の弥栄を祈りて止まざる也。




















































一二限は野副先生の日本外史、第三限は加藤先生の農村経営、道府県農会 事業に就て、第四限は大麻先生の憲法講義にて臣民の三権利と二義務に付、例の種々なる方面引用的の御講義を承わった。今日にて国家の主体たる天皇 領土、臣民 講義を了ひられ、次は行政機関に移る由。午後は全部実習農場行、温床造り作業は三四組、一二組は小白川裏山に木葉集めに行く。五時頃一同帰舎。










































































































































































































































































































































































































































 午後三時会員一同ヲ講堂ニ集メ加藤所長ヨリ入所中ノ心得其ノ他諸慣例ニ関スル事、猶図書館室ニ於テ招議ノ上委 六名 選定シ万 周旋スル事ヲ依頼セリ。
委員
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 有志者ノ武道アリ 　自三時三十分 　至四時三十分

３、






























































































































 前記ノ順序ニヨリ挙行セルガ、加藤所長ハ熱誠溢ルヽ許リノ態度ヲ以テ会員前途ノ希望ト健康トヲ望マレ告別 辞ヲ述ベラレタ ハ一同感奮セリ。

 知事代理卜部視学官ハ、此ノ短キ講習ニ於テモ要領ヲ得ラバ長キ時期ニ於テ不得要領ノモノニ勝ル事万々ナリ、願クハ此期ニ於テ タル要領ヲ農村ニ尽サレン事ヲ、殊ニ法令ノ定ムル処ニヨリテ働クハ
□〔義？〕
務ニシテ
□〔道徳？〕
□
ト云フモノニア
ラズ。学校ニ於テ働クト同時ニ学校外農村経営、殊ニ青年団補習教育ノ為ニ尽瘁セラレ此処ニ於ケル修養ノ気分ヲ永続セラレ自治ノ為 活動セラ
レ〔レン〕
事ヲ望ム云々ト。
此日卜部視学官ニハ風邪ヲ犯シテ御臨席セラレタルハ一
同感謝致ス所ナシ。会員惣代トシテ服部正悌氏ハ、本日吾人ノ朝夕遵奉スベキ勅語御頒
□〔発？〕
ノ日ニ於テ授与式ヲ挙ゲラレ所長殿始メ
知事代理卜部視学官殿ヨリ懇
ル〔ロ〕
ノ御訓示、感銘措ク能ハ
ズ、帰校後ハ誓テ農村ノ自治ニ奮励努力セン。時寒冷ニ向ク、御自愛ヲ祈ル、会員一同ノ健康ヲ祝ス。
